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ラスチック廃棄物が発生しました。プラスチックは、化石
燃料資源を採掘し、製造され、使用後にはリサイクルされ
ることもありますが、最終的には、燃料として焼却される
か、埋め立てられるか、不法投棄されるという道をたどり
ます。このプラスチックのライフサイクルの川上から川下
まで、どの段階でも化学物質が使われたり、化学物質が発
生したりします。
　プラスチックに含まれる化学物質は、1万2000物質以上
あります。このうち46%については、有害性のデータが
ありません。あまり懸念がないとされているものは29%
ですが、安全性が確認されたからというわけではなく、
データがあまりないために懸念の程度が低いとされている
ものが多く含まれています。潜在的に懸念される物質のう
ち、ストックホルム条約、水俣条約、モントリオール条約
により既に世界的に規制がされているのは1%しかありま
せん ｡残りの24%については懸念があるとされながら
も、世界的な規制がないままです。
　そもそも、「安全なプラスチック」など存在しないので
す。IPENの調査でも、プラスチックのライフサイクルの
様々な段階でヒトの健康に悪影響があるばく露が確認され
ています。リサイクルされたプラスチック玩具からも規制
されているはずの臭素系難燃剤が検出されています。子ど
もが舐めたり、口に入れたりする可能性があるものです。
科学者に循環可能なプラスチック素材はなにかを尋ねて
も、その答えはありません。安全で循環可能なプラスチッ
クなど存在しないからです。プラスチックは川上から川下
まで、サーキュラー・エコノミー（循環経済）を汚染して
いるのです。
　

プラスチック汚染防止に向けた
国際条約の策定を

　プラスチック廃棄物を発生させないためには、上流から
のプラスチックの流入を防ぐ、つまり発生源の蛇口を閉め
ることが必要です。国連環境総会（UNEA）は、2022年

　

プラスチック条約INC3
2023年11月ケニアで開催

　2023年11月13日から11月19日まで、ケニア共和国の
ナイロビにおいて、プラスチック条約の策定に向けた第3
回政府間交渉委員会（INC3）が開催され、約160か国の
国連加盟国、関係国際機関、NGO等約2000人が参加し
ました。
　IPENは、「すべての人に有害物質のない未来を」とい
う使命に掲げる120か国の600以上のNGOからなる国際
的なネットワークで、JEPAも加盟しています。IPENも
INC3に参加し、各国政府に対しロビー活動を行いました。
　

プラスチックにより
循環経済は有害なものになる

　プラスチックの廃棄物は、過去60年間､ずっと増え続
けています（図1参照）。2015年には世界で3億トンのプ
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2023年11月、プラスチック汚染に関する法的拘束力のあ
る国際文書（以下「プラスチック条約」といいます）の策
定に向けた第3回政府間交渉委員会（INC3）が行われま
した。交渉に参加した国際汚染物質廃絶ネットワーク

（IPEN）の方に、条約制定に関する交渉の状況と、有害化
学物質規制の見込みについて12月12日にお話いただきま
した。
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ておらず、各国政府の立場は大きく異なっています。経済
発展を重視する国は、なるべく影響が出ないように、条約
上の義務をなるべく緩やかなものにしようとします。
　産業界も活発にロビー活動をしています。INC3に参加
登録した石油・化学産業のロビイストの数は、INC2より
も36％も増え、143人になりました。政府代表が一人しか
参加していない国は70か国なので、そういった国々の政
府代表を合計した人数よりも大きな集団となっています。
前述の科学者連合から参加したのも38人にすぎません。
石油・化学産業のロビイストが、政府交渉団の一員となっ
ている国も6つあります。
　こういった動きに対抗するために、IPENはテーマごと
に分かれて議論を行う分科会（コンタクトグループ）と全
体会の両方の様子を把握できるように、連携してロビー活
動を行っています。被害を受けやすいセクターや個別の事
例報告など科学的研究の結果も提供しています。また、参
考となる文書や政府交渉団が状況をさっと理解できるよう
に作成した文書（Quick Views）なども渡します。IPEN
と全世界で活動する IPENの加盟団体は、職場やコミュ

にプラスチック汚染に関する条約を策定することを決議
し、政府間交渉が始まりました。今後、2024年4月にカナ
ダで第4回政府間交渉委員会（INC4）、同年10月か11月
に韓国で第5回政府間交渉委員会（INC5）を開催し、
2025年中ごろには条約が採択される予定です。
　プラスチックの生産量は1958年にはわずか2トンでした
が、2017年には348億トン、金額にすると5226億米ドル
に増加しており、2040年までには倍増する見込みです。
プラスチックの生産及び廃棄に伴う影響は、気候変動、自
然破壊とともに、地球的な三大危機の一つとなっていま
す。川下、つまりプラスチックの廃棄物段階での対応だけ
では、問題を解決することはできません。
　プラスチック条約のポイントは以下のとおりです。
・プラスチック汚染は原料の採取段階から使用後まで続く。
・プラスチックは、そのライフサイクル全体を通じ人の健
康に危険をもたらす。

・安全で循環可能なプラスチックは存在しない。
・陸上環境でのプラスチック分解は海洋環境の6倍遅い。
　

プラスチック条約を巡る攻防
各国政府へのロビー活動

　政府間交渉委員会（INC）には、資源の有効活用と循
環経済を実現し、プラスチックの製品設計から適正廃棄ま
で持続可能な生産と消費を推進することが求められていま
す。科学・社会経済的な知見や評価が不可欠であることか
ら、2022年に「有効なプラスチック条約のための科学者
連合」（Scientists’ Coalition for an E�ective Plastics Treaty）
が設立されました。
　プラスチック条約を作ることについての合意はあります
が、対象とする範囲や、目標、手法などについては定まっ

図１｜世界の主なプラスチックの廃棄物発生量（1950‐2015年）
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ニティ、廃棄処理場や埋立地など、影響を受けやすい産業
にいる人々の声を政府交渉団に伝えています。IPENはプ
ラスチックのライフサイクル全体のステークホルダーが重
要な役割を担っていることを認識しています。人々の働く
機会や、健康、そして地球全体の健全なあり方に関わるこ
とです。特に、多くの国で、プラスチック廃棄物の収集や
分別などに、規制がない業界で働く人々による貢献を認識
しています。だからこそ、私的なセクターから地方、国
家、アジアやアフリカなどの地域、グローバルなど様々な
レベルですべてのステークホルダーが声を上げることを支
援しています。
　

INC3での交渉
対立が明確に
　政府間交渉は5回行われるので、INC3はちょうど中間
となり、初めての条約の草案「ゼロ・ドラフト」が提示さ
れました。全5回の交渉か INC3に先立ち、2023年9月に
は各国政府とオブザーバーから出された意見を統合した報
告書について議論がありました。ゼロ・ドラフトでは、次
のような項目が取り上げられています。
・ 一次プラスチックの生産の減少
・ ポリマーと懸念化学物質の除去
・ 問題があるけれども、避けることができ、短寿命のプ
ラスチック

・ 表示を含む透明性確保の方法
UNEPの報告書（2023）「蛇口を閉める～世界はどのようにプラスチック汚染を終
わらせ、循環経済を創り出せるか～」の表紙

・ 適正な移行
・ 削減と再使用の目標
　こういった項目については、複数の選択肢が提示されて
います。各国政府はまずどの選択肢を選ぶかを決め、その
選択肢の条文や、条文に関連する附属文書についての交渉
をすることができます。
　しかし、残念ながら、INC3では芳しい成果は得られま
せんでした。各国政府がゼロ・ドラフトの多くの条項につ
いて、さまざまなコメントを寄せたため、まずは事務局が
2023年12月31日までに各条文の選択肢ごとにコメントを
ひとつの文書にまとめ、それをもとに INC4で議論を進め
ることになりました。
　INC会期間の作業についても合意が得られず、化学物
質に関する会期間作業についてはほぼ同意されていたにも
かかわらず、INC4の終了後までは行われないことになっ
てしまいました。
　

INC4に向けて
今こそ、蛇口を閉めるとき！
　プラスチックの汚染と地球の限界に対応するためには、
強力で、野心的な、グローバルなプラスチック条約が必要
です。プラスチックを地球規模で管理してください。プラ
スチックの生産と懸念化学物質を減らし、有害化学物質と
取り除くことを産業界を含む、すべての責任がある方々に
求めます。今こそ、発生源の蛇口を閉めるときです。

IPENがINC3で配布したQuick Views


